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• 生成AIの現状

• 生成AIによる雇用や必要な能力への影響
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生成AIが次々と誕生
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数々の生成AIが誕生し、社会の目が一気に生成AIに集まっている

• 2023年1月にスイスのダボスで開催された「世界経済フォーラム(WEF)」で注目を集めた

• 生成AIに関する企業や政府の動きは激しい

‒ 2023年2月 Microsoft、OpenAIの言語モデルを搭載した「Bing」を発表

‒ 2023年2月 Google、会話型AIサービス「Bard」を発表

‒ 2023年3月 Microsoft、ExcelやPowerPointにAI搭載計画を発表

‒ 2023年4月 Meta、2023年内に生成AIを商用化する方針を公表

‒ 2023年5月 AI戦略会議の初会合開催

• LLMだけでなく画像生成AIも続々とリリースされ、世の中は生成AIブームへ

‒ LLM（大規模言語モデル）

✓ Meta社のLLaMAやGoogleのPaLM2など、高性能のLLMモデルが次々に登場

‒ 画像生成AI

✓ StabilityAIが開発した「Stable Diffusion」

✓ Midjourneyによる「Midjourney」
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鍵となる2つの技術：①トランスフォーマー ②自己教師あり学習
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• 有名な「Attention is All You Need」論文。Googleの研究者ら。

• 「アテンション」という機構を大規模に使ったトランスフォーマーを提案。

– アテンション（自己注意機構）：ニューラルネットワーク中のどこの情報をどのよ
うに使うか自体を学習することができる。

– トランスフォーマーは、マルチヘッドのセルフアテンションを多層に重ねたもの。

– 多くのタスクでSOTA（最新性能）を出した。

Transformerの構造

• 次の単語を予測するという、「自己教師あ
り学習」で事前に学習する。

• Next word prediction

• 事前学習をしておくことで、次に与えられる
タスク（ダウンストリームタスク）で、少しの
例を与えるだけで学習することができる。

https://arxiv.org/abs/1706.03762

１）トランスフォーマー
(L. Kaiser et al., 2017)

2）自己教師あり学習
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スケール則（scaling law）：極めて重要な法則
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• データを増やし、計算能力を増やし、パラメータの数（モデルの容量）を増やせば、精度がどんどん上がる。

• つまり、大きければ大きいほど性能があがる。

• GPT-3は、ウェブの大きなデータ（4兆単語）で事前学習。1750億パラメータ。学習に数億〜数十億円のコスト。

Source:Language Models are Few-Shot Learners, https://arxiv.org/pdf/2005.14165.pdf, 2020
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ChatGPTの登場
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Open AIは2022年11月30日にChatGPTを公開。
現在は無料公開中で、公開から1週間で100万ユーザ、2ヶ月で1億ユーザに到達。
その性能の高さから各所で話題に。
従来の大規模言語モデルよりも高度な意味理解と会話(チャット)が可能。
GPT-3（とその後継のGPT-3.5）をベースにしている。

このレベルの応答を会話形式（前後の文脈を理解して）で行うことができる

参考:ChatGPT (OpenAI提供)
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ChatGPTの活用事例
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①走れメロスの感想文 ②AIと規制についてディベート形式で議論

③プログラミング：バグの発見 ④家庭教師の代わりになる
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ChatGPTができること
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これまでオリジナルが人間のアウトプトに対して修正する、ということはできたが、ChatGPTはアウトプットを作り出すところから
サポートしてくれる。また1つのツールで幅広い分野での応用が可能（英語だけ、プログラミングだけ、などに閉じない）

参考:ChatGPT (OpenAI提供)

オリジナルが
人間のアウトプット

オリジナルが
AIのアウトプット

自然言語

文章の
添削、校正

アイデアの提案

リサーチ、
論点の洗い出し

壁打ち、
ブレインストーミング

文章や
概念の要約

ユースケース

文法ミスだけでなく
内容の改善点まで

指摘

SEO対策したタイト
ルやキーワード形成

広告文の自動生
成

何かに
なりきって答える

結婚式のスピーチの
アウトライン作成

「XX」について要点
だけ説明

ディベート風に論点
を洗い出し

表形式で比較表を
作成

人気の出るブログの
内容案の提案

「〜〜」という考えの
うち抜けている点を

指摘

文字数を指定して
要約

AIと人間で
会話しながら

アイディエーション

例題や乱数などの
生成

… … …

2

1

プログラミング

コードの添削
改善

コードの生成、
提案

3

人に対して
フィードバク

4
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ChatGPTができること
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ChatGPT ‒ Azure OpenAI 大全（Microsoft）
https://speakerdeck.com/hirosatogamo/chatgpt‒azure‒openai‒da‒quan
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ChatGPTの社会への影響
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• ChatGPTは、人間が明示的に○✕をつけることで、好ましい対話が生成できるようになっている

‒ 誹謗中傷や差別的発言、経済的損害を与えるような予想や予測をしないように最大限注意が払われている。

• それによって、多くの人が使っても支障のない（炎上しない）ものになり、新しい使われ方が次々と発見された。

• つまり、ChatGPTという現象は、技術の蓄積＋ソーシャルな相互作用による急激な普及、という２つの側面を持つ。

• 新しい使われ方については、研究者・技術者でもかなり驚いている。

‒ それによって、GPT-4が実はこんなことまで学習していたのだということが、改めて明らかになって驚いている。

• このようにChatGPTに多くの人が触れるようになり、それをきっかけに完全にモードが変わった。すごいスピードで事態が進
んでいる

‒ ChatGPTの出現により大きく仕事のやり方が変わる。AIの「新しい時代」に入った。

‒ 第３次AIブームから、冬の時代を経ることなく、次の第４次AIブームに入ったと言っても良いだろう。
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ChatGPTなどの大規模言語モデルの可能性
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既存ツールの使われ方に大きな変化が生まれ、かつこれまでには不可能だった専門的な業務を代行できるツールが多く誕
生する見込み。これまでのホワイトカラーの仕事ほぼ全てに影響が出る可能性が高い

• 検索がなくなる可能性がある。

‒ 質問しても「このページを自分で読んで」と返してくるぶっきらぼう
な人間 vs 答えをちゃんと教えてくれる人間、どちらがいいか？

‒ 世界トップクラスの時価総額（1.44兆ドル、2023/2時点）の
会社の主力事業がなくなるかもしれないということ。

‒ ChatGPTのユーザ数は既にBingを追い抜く

• Office製品は全部変わる（Word, Excel, Powerpoint）

‒ 先述したリサーチの事例のように人間が自分で打つ時代は終わ
る。仕事の仕方は大幅に変わる

‒ 情報の収集、要約、可視化まで自動化されていく

‒ Microsoft 365 Copilot, Windows Copilot

既存ツールの変化 目的に特化したChatGPTの出現

攻撃的な会話、偏った意見、予想や予測等はしないように、
強化学習で訓練。逆に言うと

「目的に特化した」学習をさせれば、専用のGhatGPTが作れる

• 法律/会計/医学的な見地から正しいコメントをする

• 相手をはげましたり、なぐさめたり、元気づける

• 相手の理解の程度にあわせて、分かりやすく教えてくれる

• 相手の要望を聞き出し、目的の商品を薦める

• 複数の人の希望を聞き出し、うまく妥協点を調整する…

ホワイトカラーの仕事のほとんどすべてに影響
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活用が進みながらLLMはどのように進化をしていくのか
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LLMの技術はまだ黎明期であり、今後、いくつもの課題を乗り越えながら進化する。

• マルチモーダル

‒ 画像を組み込むことができる

‒ 今後、より本質的にマルチモーダルのデータを組み込む技術が進む

• 行動の制御

‒ ブラウザの操作をしたり、ソフトウェアの操作をしたりすることができるようになる

‒ ロボットの学習と共通する部分もあり、うまく日本が先行できれば製造業等に寄与する可能性

• より長期的・大きなタスク

‒ 執筆や会話だけでなく、より大きな事務作業ができるようになる。数時間から数日、数週間かかるようなタスク。

‒ こうした技術も、ロボット等とも関連するが、まだ研究開発に時間がかかる

• データセットの限界

‒ パブリックなデータでは早晩限界が来るのではないか。そうした場合、プロプライエタリなデータがより価値を持つのではないか。

• バーティカル

：医療や法律、金融、製造などの垂直領域が成立するのか、それとも単一の超巨大LLMが支配的になるのか

‒ 競争上、重要な論点だが、専門家でも意見が分かれる
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14

• 生成AIの現状

• 生成AIによる雇用や必要な能力への影響
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OpenAIとペンシルバニア大学による職業への影響(2023年3月)
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• 2023年3月17日、OpenAIとペンシルバニア大の論文。

• 汎用目的技術（General Purpose Technology）：インターネット、トランジスタ、エンジン、電気などに匹敵する数十年に一度の技術

‒ 大規模言語モデルもそのひとつ

• 80%の労働者が、彼らの持つタスクのうち少なくとも10%が大規模言語モデルの影響を受ける。

‒ そのうち19%の労働者は、50%のタスクで影響を受ける

‒ 高賃金の職業、参入障壁の高い業界ではLLMの影響が大きいと予測されている

‒ 例えば、証券金融、保険、IT（プログラマ等）、出版業界など

https://arxiv.org/pdf/2303.10130.pdf

生成AIにより影響が大きいとみられる職業
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ゴールドマンサックスによる生成AIの職業への影響(2023年3月)
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ゴールドマンサックスのレポートによると、生成AIは今後主要な経済圏で3億人規模のフルタイム労働者の仕事が自動化の
影響を受ける可能性がある。事務系タスクや弁護士・金融やマネジメント業務が影響を受ける可能性が高い

• ゴールドマン・サックスは2023年3月27日に、Generative AIの経済成長や生産性、雇用に与える影響についてのリポートを公開

‒ Generative AIは10年間で世界のGDPを7%引き上げる恩恵を与える一方、主要な経済圏で3億人規模のフルタイム労働
者の仕事が自動化の影響を受ける

‒ Generative AIは10年間で、米国の年間労働生産性を1.5%弱上昇させる可能性がある

‒ 仕事を奪われるリスクが高い職種は、事務系タスクと弁護士、金融、マネジメントなど

生成AIに仕事を奪われる
リスクの高い職種（米国）

(赤枠のTOP5抜粋/置き換わる割合)

・事務系タスク(46%)
・法務(44%)
・エンジニア(37%)
・生活科学・物理化学・社会科学(36％)
・経営・財務(36%)

Goldman Sachs 「The Potentially Large Effects of Artificial Intelligence on Economic Growth」
https://www.gspublishing.com/content/research/en/reports/2023/03/27/d64e052b‒0f6e‒45d7‒967b‒d7be35fabd16.html#
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スタンフォード大学による生成AIの生産性向上に関する研究(2023年4月)
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労働者に対するAIツールやChatGPT導入による生産性の変化を追跡した実験によると、特に生産性が低い人ほど生産
性向上が顕著に見られるという結果になった

• スタンフォード大学のErik Brynjolfsson(エリック・ブリニョルフソン)教授らが、2023年4月に発表した論文※1

‒ エンタープライズソフトウェア会社5179人のカスタマーサポートのパフォーマンスを追跡

✓ AIツールの導入により顧客の問題をどれだけ早く、うまく解決できたかといった主要な指標について調査

‒ 結果、解決率は6.5%、時間当たりの解決率は13.8%と増加

‒ 特に新規採用者やスキルの低い労働者の問題解決と顧客満足度が大幅に上昇

• 専門的記事を書くライターにChatGPTを提供するフィールド実験※2

‒ 生産性の低い人ほど改善効果が大きいという結果が報告された

✓ ChatGPTが能力の低い労働者に利益をもたらし、労働者間の不平等が減少する

✓ ChatGPTは作業者のスキルを補完するのではなく、作業者の労力をほとんど代替し、下書きから離れてアイディアの生成と編
集にむけてタスクを再構築する

✓ 仕事の満足度が高まる

共通する結果：特に生産性が低い人ほど生産性向上が顕著に見られる

※1 Erik Brynjolfsson, Danielle Li, Lindsey R. Raymond, “GENERATVE AI AT WORK” 
※2 Shakked Noy, Whitney Zhang (MIT) “Experimental Evidence on the Productivity Effects of Generative Artificial Intelligence”
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MicrosoftによるAIの利用に関する意識調査(2023年5月)
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Microsoftが行った自営業者や会社従業員に対するAIの仕事への利用に関する意識調査では、70%の人が自分の仕
事量を減らすために多くの仕事をAIに任せたいと考えており、積極利用の姿勢がうかがえる

• Microsoftが2023年5月9日、31カ国3万1000人の自営業者や会社従業員に対して、AIの仕事への利用に関する意識調
査の結果を発表※

‒ 調査は生成AIのみが対象ではないが、調査時期が2023年2‒3月で、回答者側に生成AIのことが相当意識されていると想定で
きる

‒ 注目すべき点として、49%の人がAIに自分の仕事が取って代わられるのではないかと心配している。一方70%の人は、自分の仕
事量を減らすためにできる限り多くの仕事をAIに任せたいと考えている

‒ その他報告内容

✓ AIを使用することに抵抗はないと答えた比率は管理業務76%、分析79%、創造的な作業73%

✓ 支援するAIを求めているタスク：必要な情報と回答の検索86%、会議と実行項目の要約80%、及び1日の計画77%

‒ 2030年の働き方やそのために必要なスキルについても聞いているが、これらの結果を見る限り、生成AIの導入に対して自営業
者や会社従業員は前向きであり、それらに対するスキル向上は必要との見方が大勢を占めると見受けられる

※ Microsoft “Will AI Fix Work?” 
https://www.Microsoft.com/en‒us/worklab/work‒trend‒index/will‒ai‒fix‒work
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ホワイトカラーへの影響の可能性(馬渕2023)
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生成AIによって7割程度の職種に影響を受けると考えられるが、雇用そのものが失われる可能性は限定的とみられ、生成
AI導入による経済成長や生産性向上による雇用創出も予測される

• 様々な調査結果から考え得るホワイトカラーへの影響※

‒ 生成AIの雇用への影響は従来のAIで想定された以上の影響になる可能性が高い

‒ 7割程度の職種で影響を受けると考えられる

‒ 一方雇用そのものが失われる可能性は限定的、ゴールドマンサックスの米国での試算は7%

‒ 一方で生成AI導入による経済成長、生産性向上などのプラスインパクトも起こりうる

✓ 日本では就業構造などから米国以上に大きくなると見られる

✓ 一部職種の雇用は失われるが、一方で雇用創出もあり、労働移転が起こる可能性が高い

✓ そのため、ホワイトカラーは自身の生産性向上とともに、リスキリングで新規に創出される職種や業務に移行することも必
要になると思われる

※「ジェネレーティブAIの衝撃」 馬渕邦美著より
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今後必要だと予測されるスキル
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生成AIが伸長する時代において、多様な職種で人間に求められる能力として、生成AIの技術を理解して活用する能力
や、コミュニケーション能力、何が正しいか判断し評価する能力などが考えられる

①

②

③

④

⑤

⑥

生成AIなどの新技術を理解して
活用する能力

対人能力
コミュニケーション能力

欲しい物が何かを描ける能力、
課題発見能力

何が正しく、何が正しくないかを
判断し評価する能力

経験を語り活用する
能力

ニッチな領域での専門性

• 対話型AIに代表される生成AIを使いこなすにはそれなりのノウハウやスキルが必要とされる
• 使いこなすには一定の能力が必要

• 生成AIが対人関係において人間と同等レベルになるのは難しい(一定生成AIに代替される
可能性はあるが)

• よって人間には引き続き対人能力やコミュニケーション能力が求められる

• 欲しい物や知りたいことを言語で表現し描ける能力（答えを出すだけなら生成AIの方が的
確、指示待ち状態は終わりを迎える）

• 与えられた課題を解決するのみではなく、課題を発見する能力

• 生成AIはある事象が事実かどうかといったことを判断し、評価する能力を有するが、一方で事
実に基づかない回答をする場合がある

• 最終的な判断や評価、意思決定は人間が行うことが求められる

• 生成AIは多くのデータ、知識情報からコメントや回答を出してくるが、これは確率的、無名性
の情報が中心になる

• 個々の経験に基づく事実や判断、また的確な表現性がコンサルティングなどでは重要となる

• 現段階ではニッチな領域や専門的な領域での対応は情報量や特定の専門分野における用
語の理解といった点から生成AIには難しい面がある

• 「専門オタク」的な人材は現段階では有用性があれば必要である

⑦
倫理面、規制面などを
考慮して利用する能力

• 生成AIの活用において教育への利用・個人情報保護・データ利用・著作権保護・悪意のあ
る使い方には課題がある

• 企業においてはガイドラインでの技術対応や個人での高い倫理観が必要である
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生成AIの進展により増加すると考えられる仕事には、適切なAIプロンプトを書くAIプロンプター・プロンプトエンジニアや、画
像生成AIやテキスト生成AIを用いた非開発系クリエーターが考えられる

• 生成AIが進展しても減少せず、さらに増加すると考えられる仕事には以下のようなものが考えられる（一例）

‒ AIプロンプター・プロンプトエンジニア

✓ 顧客などの特定のニーズに合わせた最良の結果を生成するために効果的なAIプロンプトを書く職業

✓ 生成AIにおいてどのような質問、プロンプトを用いるかは非常に重要

✓ 能力としては大規模言語モデル、自然言語処理などに関する知識や経験が求められる

‒ 非開発系クリエーター、AI利用クリエーター

✓ これまではAIを活用する際に、プログラムコードの生成など一定の専門能力が求められたが、今後は生成AIを用いてプログラミ
ングを活用せずにクリエーターとなることができる

✓ ChatGPTやMidjourneyを活用することで、文章や画像生成が可能になり、非開発系クリエーターが増加する

✓ 画像生成やテキスト生成を使い、画家や漫画家・小説家になることも可能

• 生成AIが生み出す職種ではないが、障害者・高齢者などが生成AIにより労働参加機会が拡大していく

‒ 対話型AIや音声認識技術を生かすことで、在宅で労働参加しやすくなる
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• まず、前提として、スピード感があっていない

‒ 10‒20年の人材育成の話と、1ヶ月単位で状況が変わるいまの技術

‒ そのときそのときで、適切なポジションを取っていくしかない

‒ 変化することに対して厭わないこと、常に変化でき、学び続けられる人材が必要

‒ 仕事は大きく変化するだろうが、変化は読めない。読めないという前提に立つ

• したがって、企業全体でハイサイクル化を促進していくことが重要となる

‒ ハイサイクルにして指数の成長を生み出すことがDXの本質であり、現代の成長企業はほぼこれである

‒ 生成AIはDX化を加速させ、幅を広げる可能性を秘めている

✓ 生成AIを用いて良いツールはどんどん組み込んでいき、使ってみて難しいものについては捨てていく

• ハイサイクル化に必要な個人の能力

‒ 仮説思考×デジタルスキル×目的志向

✓ 仮説思考：構造化力・仮説構築力・PDCAを回す力

✓ デジタルスキル：エンジニアリング・データ/AI・サービス開発

✓ 目的志向：ゴール志向・未来志向
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• 2022年11月末から、完全にモードが変わった。すごいスピードで事態が進んでいる

• ChatGPTの出現により大きく仕事のやり方が変わる。AIの「新しい時代」に入った。

• 第３次AIブームから、冬の時代を経ることなく、次の第４次AIブームに入ったと言っても良いだろう。

• 雇用に関しての調査が行われている

• ホワイトカラーへの雇用そのものが失われる可能性は限定的

• 生成AI導入による経済成長、生産性向上による雇用創出などのプラスインパクトも起こりうる

• 今後必要とされる能力として、生成AIの技術を理解して活用する能力やコミュニケーション能力・何が正しく、正しくないかを判断する
能力などがあげられる

• AIプロンプター・プロントエンジニアや非開発系クリエーターが新しく産出される雇用機会として考えられる

• 技術の進捗スピードは非常に早い 企業はそのときどきで適切なポジションをとっていくしかない

• 成長する企業はハイサイクル化を進めていく ハイサイクル化して指数の成長を生み出すことがDXの本質となる

• ハイサイクル化に必要な個人の能力は、仮説思考×デジタルスキル×目的志向と予測される
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